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 今後の宇宙開発において必須となる宇宙への低コスト大量物資輸送システムとして我々はマイクロ波ロケ

ットを提案している．これは機体外部から電磁波ビームによるエネルギーを供給し，機体上で電磁波を推力へ

エネルギー変換させるというコンセプトである． 

マイクロ波ロケットは集光器と円筒という非常に簡素な構成からなり，ジャイロトロン(大電力ミリ波発振

源)により地上から照射されたパルス状ミリ波ビームを機体上で集光することで，周囲から取り込んだ大気を

絶縁破壊し，ミリ波のパワーをプラズマが吸収しながら電離を引き起こし，放電時に生じた衝撃波をこの電

離波面が駆動する．これにより，筒内に高温高圧の気体が生成されることにより推力を発生する．つまりプ

ラズマ・衝撃波の相互作用によって電磁波のエネルギーが推力に変換されており，それを引き起こす電離波

面の筒内の伝播形状には推力発生過程において最適なものがあると考えられている．しかし電離波面の伝播

のメカニズムについてはよくわかっていないことが多い． 

 MITの研究グループにおいて過去に高パワー密度の領域でのミリ波放電の実験が行われ，より詳細な放

電構造が報告されている．その放電構造は2次元的な構造を持ち，ミリ波の電界の振動方向に電離波面が伸

びるというストリーマ的な構造が観察されている．またロシアの研究グループによればこのストリーマ的な

構造が観察されるのは高パワー密度の領域のみであり相対的に東大における実験のような低パワー密度の

領域では観察されないことが報告されている． 

本研究ではマイクロ波ロケットにおける電離波面の伝播のメカニズムを解明するため，プラズマ形成とミリ

波ビームのカップリングを考慮した数値解析を行う．本研究では電離波面の伝播がプラズマによるビームの反

射とそれによるビームの干渉により生成される局所高電界領域にプラズマが発生し電離波面が伝播するとい

う仮定により実際の伝播が再現できるか検証する．また放電構造を特徴づけるパラメータを見つけ出し、パワ

ー密度に依存するプラズマの構造の再現を行った． 

 

 

 

  


